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第２回 地球温暖化対策特別委員会 

議事概要 

 

① 会議概要 

１ 会議名 ：第２回 地球温暖化対策特別委員会 

２ 日 時 ：令和５年 11 月 27 日（月） 14：00～16：15 

３ 場 所 ：飯綱町役場２階 第１会議室 

４ 出席者 ：委 員：松岡委員、穴山委員、中山委員、宮入委員、廣田委員、青山委員 

（欠席：外山委員、金澤委員） 

 事務局：飯綱町役場住民環境課、同企画課 

     業務受託者：株式会社ＫＲＣ 

５ 次 第 ：１ 開 会 

 ２ あいさつ 

 ３ 議事 

        （１）第１回委員会の議事要旨と意見対応について  

 （２）将来ビジョンと脱炭素シナリオについて 

        （３）目標達成に向けた施策（素案）について 

        （４）脱炭素化促進事業について 

 ４ その他 

 特別委員会の開催スケジュールについて 

     次回委員会開催日程 

 ５ 閉会 

６ 提示資料：・次第 

 ・飯綱町環境審議会 第２回地球温暖化対策特別委員会 出席者名簿 

・環境審議会、特別委員会の開催スケジュール（11 月 27 日現在） 

・第１回地球温暖化対策特別委員会会議録（案） 

・第１回地球温暖化対策特別委員会議事概要（案） 

・資料１ 前回の意見対応 

・資料２ 将来ビジョンと脱炭素シナリオ 

 ・資料３ 施策素案 

 ・資料３補足 

 ・資料４ 地域脱炭素化促進事業について 

        ・長野県ゼロカーボン戦略ロードマップ 
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② 議事概要 

（１）第１回委員会の議事要旨と意見対応について 

  資料説明（事務局）  第１回委員会会議録（案）、議事概要（案） 

資料１（前回の意見対応） 

 

○第１回会議録の発言中の氏名に誤りがある。 

→修正する。 

 

 

 

（２）将来ビジョンと脱炭素シナリオについて 

資料説明（事務局）  長野県ゼロカーボン戦略ロードマップ 

資料２（将来ビジョンと脱炭素シナリオ） 

 

○資料中の数値に誤りがある。 

→修正する。 

 

○ゼロカーボンタウンを目指すというキャッチコピーはよいが、実際ゼロにするのは相当困

難である。県の部門別排出割合を町に適用するのは近似的にはよいが、町の産業構成等も考

慮して 終的な目標値を出すのが望ましい。 

 

○2050 年にはライフスタイルが大きく変わると予想され、少し夢のあることも入れながらシ

ナリオを描くべきである。 

 

○構成比の高い運輸部門は削減量が多く取れるため、県の掲げる EV 車普及や充電設備の設置、

公共交通利用の増加等、様々な手法を組み合わせ、数値目標の達成に向けた取り組みができ

ればよい。 

 

○マイカーから公共交通利用に関連して、バスの運転手不足や運行状況はどう変化している

のか。 

→牟礼線は土休日１日２便へ減便した。来年度以降はフルデマンドに切り替え運行する。自

家用有償運送も検討していく。 

 

〇2030 年までの直近の目標について、切実な地域課題を明確にし、課題解決という視点で町

民の皆さんへの理解を得ることも重要である。 

 

〇ふるさと納税の寄付金を原資として、EV 関係のインフラ整備等の施策も検討されるとよい。 

 

 

 

（３）目標達成に向けた施策（素案）について 

資料説明（事務局）  資料３（施策素案） 

資料３補足 

 

○資料中に関われている数字を全て足しても 3,000ｔの削減にしかならないが、目標値の

21,400ｔ削減には程遠い。明らかに無理なことは掲げず、達成の道筋が皆で共有できるよう

な施策を盛り込む必要がある。 

 

○排出係数の低減で再生可能エネルギー増加を見込んでいるが、将来見通しの排出原単位

0.25 はダブルカウントになってしまうため、調整が必要である。 

 

○：委員意見 

→：事務局対応 
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○新築住宅の ZEH 化が挙げられているが、既存住宅の断熱性向上も効果があるため、リフォ

ームも推進していく必要がある。 

○施策の中に県の事業や補助制度を追加し、設置支援・導入支援を盛り込めるとよい。節電

等の取り組みやすいものに加え、ペレットストーブ導入など少し量的に稼げるものも入れる

べきである。 

 

○資料中のマイカーの平均燃費 24km/L は現実的でない数値であると感じる。これがもっと下

がれば、削減量はもっと大きくなるのではないか。 

 

 

（４）脱炭素化促進事業について 

資料説明（事務局）  資料４（地域脱炭素化促進事業について） 

 

○水田・田畑の畦畔に太陽光パネルを設定することを提案する。 

 

 

（５）その他 

・委員会のスケジュールについて、全５回に変更する。 

 

・次回日程について 

→11 月 22 日または 31 日 14 時より開催予定。決定し次第通知する。 

→資料は原則メールでの配布とする。 

 


